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関連文献

・会議録の自動作成

・会話シーンでの難聴者支援

・コミュニケーションロボットの制御

複数人の会話音声から、各話者が話
した時間区間（発話区間）を精度よ
く推定する技術を紹介します。発話
区間が分かると、例えば議事録に発
言者を併記したり、対話ロボットに
タイミングよく発言させたりできる
ほか、発話区間情報を活用した各話
者の音声認識率の改善も可能です。

各話者の位置特徴量を精度よく表現
する統計モデルに基づき高精度な発
話区間推定が可能です。また、発話
区間情報を使った安定的な各話者音
声の強調技術や、発話区間や話者交
替の情報を使った言語モデルにより、
複数人会話における各話者の音声認
識率を改善できます。

現状の音声認識は、一人の人がスマ
ホやロボットに意識して話しかける
利用の仕方がほとんどです。これに
対し「いつ誰が何を話したか」を高
精度に自動推定する本技術で、人と
人が話す自然な会話の中にコン
ピュータが入って来られるような音
声入力インタフェースを実現します。
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各話者が話した時間区間を

推定する技術

（ダイアライゼーション と呼ぶことも）

◆発話区間推定とは：

発話区間推定なし発話区間推定あり

 どれが誰の発言
だったかな…
 認識誤りも多い…

複数人会話の発話区間推定と音声強調 発話区間情報を用いた会話認識用

言語モデル

話者方向情報

分類

複数マイクでの会話収録音

（複数人の声や雑音を含む）
発話区間

音声強調
おはよう

だよね

そうね

いい天気だね

発話終端あり
話者交替あり

発話区間情報(発話終端や話者交替など)を用いる
ことで，会話の流れを正確に捉えて、次の発話を
予測しながらより正確な音声認識が可能に

統計的空間辞書
各話者の発話区間のみ
で音声強調フィルタを
学習 → 他話者の発
話に惑わされない音声
強調が可能に

各話者の位置特徴量を
精度よく表現する統計
モデルで、高精度な発
話区間推定が可能

発話終端あり
話者交替なし

話者

時間

◆応用例：

◆発話区間推定技術と、その音声処理技術への応用：

 発言者付与で
わかりやすい!
 認識もバッチリ!

会話の流れを読んでみんなの声をうまく認識

～頑健な音声処理を可能にする複数人発話区間推定技術～
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